
「組む」ときに各自の責任分担をどうするかという問題がある
が、プロジェクト・マネジメントを活用すれば、どこで齟齬が
起きやすいか分かっているため、責任を明確にしなくても、

必要な調整ができる。管理の責任は、全体のプロ
ジェクト・マネジャーが取る。（⑥林） 

国民の利便性に資する部分というのは、官だけで「ああ
してはいけない、こうしてはいけない」というこ
とを考えるのではなく、民間の知恵をかりてい
けばいいのではないか。（⑤向井Ｇ） 

校長、教員、スクールソーシャルワーカーなどが参加
して開かれるケース会議 

（出典：第６回懇談会 丸山涼子さん資料） 
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（出典：第５回懇談会 インフォグラフィクス） 

ソーシャル・イノベーションという言葉が使われてい
る。産官学民がそれぞれ何らか問題意識を持って、社会的
な問題がこれだけ増え、日本は課題先進国と言われている
ぐらいだから、それを一緒に考えていこうというのが最新の
傾向（⑦会場意見） 




